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平
成
17
年
度
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
、１
年
間
の
予
算
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
と
特
別
会
計
、
企
業
会
計
を

合
計
す
る
と
、
２
７
９
億
１
，
２
８
０
万

円
で
す
。

　

今
年
２
月
１
日
に
船
出
し
た
北
広
島
町

北
広
島
町
の
お
財
布 

基
礎
知
識

◆
予
算

　

北
広
島
町
の
１
年
間
の
収
入
と
支
出
の
見
積

も
り
の
こ
と
。

はじめての 予 算

２１，５０８人のまちづくりが　スタートスタート

歳　

入　

合　

計　
　
　

１
６
２
億
８
，
０
０
０
万
円

依
存
財
源　
　

７
６
・
１
％

自
主
財
源　
　

２
３
・
９
％

地
方
譲
与
税 

３
５
３
，
０
２
０
千
円 

２
・
２
％

利
子
割
交
付
金 

８
，
９
５
６
千
円 

０
・
１
％

配
当
割
交
付
金 

２
，
７
１
６
千
円 

０
・
０
％

自
動
車
取
得
税
交
付
金 

１
５
３
，
１
６
６
千
円 

０
・
９
％

地
方
特
例
交
付
金 

５
９
，
３
０
０
千
円 

０
・
４
％

株
式
等
譲
渡
所
得
割
交
付
金 

１
，
４
４
２
千
円  

０
・
０
％

地
方
消
費
税
交
付
金 

２
１
４
，
４
８
８
千
円 

１
・
３
％

ゴ
ル
フ
場
利
用
税
交
付
金 

４
６
，
０
０
０
千
円 

０
・
３
％

地方交付税
6,751,116千円
41.5％

国庫支出金
1,033,375千円
6.3％

県支出金
1,325,854千円
8.1％

町　債
2,434,200千円
15.0％

町　税
2,433,580千円
14.9％

財
産
収
入 

１
７
，
５
９
７
千
円 

０
・
１
％

使
用
料
及
び
手
数
料 

１
７
６
，
９
６
０
千
円 

１
・
１
％

分
担
金
及
び
負
担
金 

２
７
１
，
５
１
４
千
円 

１
・
７
％

繰
越
金 

４
１
９
，
１
１
０
千
円 

２
・
６
％

繰
入
金 

４
０
７
，
０
９
６
千
円 

2
・
５
％

寄
付
金 

４
０
１
千
円 

０
・
０
％

諸
収
入 

１
６
４
，
４
４
１
千
円 

１
・
０
％

交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金 

５
，
６
６
８
千
円 

０
・
０
％
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が
合
併
し
た
大
き
な
目
的
、「
住
民
に
身

近
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
、
住
民
に
最
も
身

近
な
市
町
村
が
担
う
」
と
い
う
、
真
の
地

方
分
権
を
実
現
す
る
た
め
で
す
。

　

ま
た
、
過
疎
化
に
歯
止
め
を
か
け
、
地

域
再
生
へ
と
確
実
な
足
取
り
を
進
め
て
い

く
た
め
に
も
、
創
意
・
工
夫
し
、
地
域
の

特
色
や
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
、
個
性
豊
か
な

ま
ち
づ
く
り
を
追
求
し
て
い
き
ま
す
。

旧
４
町
の
昨
年
度
当
初
予
算
と
比
較

　

平
成
16
年
度
旧
４
町
の
一
般
会
計
当
初

予
算
総
額
は
、
１
６
２
億
５
，
４
０
０
万

円
で
し
た
。
今
回
の
予
算
総
額
と
比
較
し

て
み
る
と
、
０
・
２
％
、
金
額
に
し
て
２
，

６
０
０
万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
町
民
税
の
減
収
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
、
合
併
前
の
財
政
計
画
に
比
べ
、
各

種
基
金
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
財
源
が
不
足
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
多
く
の
経
費
を
押
さ
え
つ
つ
、
こ

れ
ま
で
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
急
激
に
低
下

さ
せ
な
い
こ
と
に
留
意
し
な
が
ら
歳
出
抑

制
に
努
め
た
結
果
、微
増
と
な
り
ま
し
た
。

◆
当
初
予
算

　

年
度
当
初
の
４
月
か
ら
予
算
が
執
行
で
き
る

よ
う
に
、
３
月
ま
で
に
編
成
し
、
議
会
の
議
決

を
受
け
た
予
算
の
こ
と
。

◆
一
般
会
計

　

福
祉
や
教
育
、
道
路
整
備
な
ど
基
礎
的
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
会
計
で
、
主
に
町
税
が
使

わ
れ
る
。

◆
特
別
会
計

　

国
民
健
康
保
険
料
や
下
水
道
使
用
料
な
ど
、

特
定
の
収
入
が
あ
り
、
一
般
会
計
と
分
け
て
経

理
す
る
こ
と
で
、
収
支
を
は
っ
き
り
さ
せ
た
会

計
の
こ
と
。

◆
公
営
企
業
会
計

　

水
道
や
病
院
な
ど
、
民
間
企
業
と
同
じ
よ
う

に
、
事
業
で
収
益
を
あ
げ
て
、
運
営
さ
れ
て
い

る
会
計
。

◆
自
主
財
源

　

町
税
、
分
担
金
、
使
用
料
な
ど
、
町
が
自
前

で
調
達
で
き
る
財
源
の
こ
と
。

◆
依
存
財
源

　

国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
た
り
す
る
財
源
の
こ

と
。
地
方
交
付
税
や
地
方
債
が
あ
る
。

◆
地
方
債

　

国
な
ど
か
ら
の
借
入
金
の
こ
と
。地
方
債
に
は
、

世
代
間
の
負
担
を
公
平
に
す
る
役
割
が
あ
る
。

はじめてのはじめての 予 算 予 算

２１，５０８人のまちづくりが　スタート２１，５０８人のまちづくりが　ス

歳　

出　

合　

計　
　
　

１
６
２
億
８
，
０
０
０
万
円

総務費
2,224,655千円
13.7％

民生費
2,237,293千円
13.7％

衛生費
933,546千円
5.7％

農林水産費
1,582,860千円
9.7％

土木費
1,292,708千円
7.9％

消防費
762,966千円
4.7％

教育費
1,365,093千円
8.4％

公債費
3,088,873千円
19.0％

諸支出金
2,438,683千円
15.0％

議
会
費 

１
３
４
，
８
２
０
千
円 

０
・
８
％

商
工
費 

１
０
０
，
３
４
１
千
円  

０
・
６
％

災
害
復
旧
費 

８
９
，
０
１
５
千
円 

０
・
６
％

労
働
費 

１
０
，
２
７
２
千
円  

０
・
１
％

予
備
費 

１
８
，
８
７
５
千
円 

０
・
１
％



直
　雄鹿原診療所の管理運営、訪問

看護事業などを行う会計です。歳

入の大部分は、診療収入です。

診雄鹿原診療所特別会計
１億7,635万円

直
　八幡診療所の管理運営を行う会

計です。歳入の大部分は、受診し

て支払う診療収入です。

診八幡診療所特別会計
3,435万円

直
　歯科診療所の管理運営を行う会

計です。歳入は、診療収入と他会

計からの繰入金が大部分です。

診芸北歯科診療所特別会計
4,118万円

電
　川小田小水力発電所の管理運営を行

う会計。施設の維持管理に必要な費用

は、電気の販売料でまかなっています。

気事業特別会計
4,700万円

住
　大朝地区住宅団地の区画の販売

促進などを行う会計です。今年度は

１区画の販売費を見込んでいます。

宅団地等開発特別会計
662万円

芸
　芸北財産区の管理を行う会計。支出の

費用は、芸北財産区基金からの繰入金、

造林事業受託収入でまかないます。

北財産区特別会計
874万円

国
　自営業の人や退職者の医療を給

付する会計です。保険給付費が歳

出予算額の62.8％を占めます。

民健康保険事業特別会計
22億3,003万円

住
　特別対策対象地域の環境改善を

図るための貸付事業を行う会計。

現在、貸付事業は行っていません。

宅新築資金等貸付事業特別会計
1,468万円

結
　特別対策対象地域の福祉の向上を

図るための貸付事業を行う会計。今は

償還金の収入事務のみ行っています。

婚支度金貸付事業特別会計
55万円

老
　75歳以上の高齢者などの医療費

をまかなうための会計です。医療諸

費が歳出の98.3％を占めています。

人保健特別会計
37億35万円

下
　公共下水道事業及び特定環境保

全公共下水道事業を実施・管理す

る会計です。

水道事業特別会計
９億3,000万円

農
　農業集落排水の維持管理を行う

会計。町内には計８か所の処理区

があります。

業集落排水事業特別会計
４億605万円

介
　40歳以上の方が被保険者とな

り、介護が必要な方を社会全体で

支えるための会計です。

護保険特別会計
22億3,516万円

簡
　給水人口101 ～ 5,000人の小規

模な水道により、水を供給する事

業の会計です。

易水道事業特別会計
７億42万円

病

　豊平病院経営のために設けられ

た、独立採算性の会計です。

院事業会計

８億320万円

水

　水道事業経営のために設けられ

た、独立採算性の会計です。

道事業会計

２億9,812万円

特別会計

企業会計
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平成17年度　主要事業
　元気な町、そして将来に希望の持てる町『北広島町』づくりに向けて、次の目

標に力を入れます。

　　　　　１　定住を高める安全で快適な生活環境づくり

　　　　　２　活力ある地域経済の創出

　　　　　３　健康で安心して暮らせるまちづくり

　　　　　４　人が輝くまちづくり

　　　　　５　社会の変化に対応したまちづくり

　道路・交通網整備、バス路線の見直しを行

います。また、地域間交流の促進と、町の一

体感と均衡ある発展のため、集会所の整備を

行います。

　高度情報通信基盤の整備・活用のため、積

極的に調査・研究を行います。

　・バス購入費 33,000千円

　・町道改良舗装事業費 777,123千円

　・電算統合処理事業システム費

 76,849千円

　・宮迫地区集会所整備費 130,000千円

　・生活排水処理基本計画策定費 2,000千円

　・消防ポンプ自動車及び

　　　高規格救急自動車整備費  60,966千円

　・森林整備地域活動支援事業費

 49,095千円

　・史跡吉川氏城館跡整備事業費

 342,594千円

定住を高める安全で快適な
生活環境づくり

　地域福祉・健康づくりを推進します。また、

子育て環境の充実を図ります。

　・健康きたひろしま21計画策定事業費

 2,000千円

　・障害者福祉推進事業費 41,635千円

　・集団検診費 31,359千円

　・町立・私立保育所運営費 726,887千円

健康で安心して暮らせる
まちづくり

　学校教育の充実と生涯学習の推進を図ります。

　・外国語指導助手配置事業費 16,384千円

　・学校危機管理対策費 3,267千円

　・特色ある小学校・中学校づくり補助金

 4,800千円

　・町民運動会開催費 1,500千円

　・総合型地域スポーツ活動支援事業費

  2,600千円

人が輝くまちづくり

　行政改革推進のため、行政改革推進本部、

行政改革審議会を設置します。さらに、県か

らの権限移譲を積極的に進めるため、準備を

行います。

　・地域振興基金設置費 700,000千円

　・まちづくり総合委員会設置費 505千円

　・支所整備費 75,637千円

　・合併記念事業費 1,500千円

社会の変化に対応したまちづくり

　産業の振興と担い手の育成を行います。ま

た、企業誘致の促進、定住振興策の推進と、

雇用の場の確保のため、県と連携しながら産

業インフラ整備の実施に取り組みます。

　・農業基盤整備事業費 219,564千円

　・中山間地域直接支払交付金 396,673千円

　・地域通貨導入調査費 165千円

　・企業誘致等事業費 12,438千円

活力ある地域経済の創出
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民一人ひとりの生命と暮らしを守るため、核兵器廃絶と世

界の恒久平和の実現に寄与することが、私たち自治体に

課せられた重大な使命です。北広島町が誕生する前の

４町では、それぞれ「非核平和宣言」を行っていました。

　アメリカ・ロシアは臨界前核実験を繰り返し、

インド・パキスタンも地下核実験を行い、核

拡散の危機が現実のものとなりつつあります。

　私たちは、世界最初の被爆県民として、こ

の地球上に再び広島・長崎の惨禍を繰り返さ

ないために、核兵器廃絶を全世界に強く訴

えていかなければなりません。そのため

にも、ここで『非核平和宣言』を行い、

北広島町から世界へ、核兵器廃絶と恒久

平和の実現に向けてメッセージを発信し

ます。

　広島・長崎に原子爆弾が投下されて60年になります。核戦争による人類絶滅の危機から、町

北広島町非核平和宣言

　世界の恒久平和は、人類共通の願いである。

　しかしながら、核兵器の拡大は依然として続いており、世

界の平和と人類の生存に深刻な脅威をもたらしている。

　私たちは、世界最初の被爆県民として、この地球上に再び

広島・長崎の惨禍を繰り返さないため、核兵器廃絶を全世界

に強く訴えるものである。

　北広島町は、生命の尊厳を深く認識し、非核三原則の遵守

を願うとともに、恒久平和を求め、ここに非核平和宣言をする。

　　平成１７年６月２４日

北　広　島　町　　

北広島町は 北広島町は 非核平和宣言非核平和宣言  を行いましたを行いました
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　北広島町生活改善推進協議会設立総会が、６月22日（水）北広島町役場において開催されました。

　来賓に竹下北広島町長を迎えて行われた総会には、各支部の食生活改善推進員をはじめ、約50人の

出席がありました。今年度の事業計画や予算、規約などを審議し、いずれも承認されました。

　その後行われた研修会では、協議会のスローガンである「食から始まる健康」の中の「栄養３・３運

動について～栄養はバランスよく」という演題で、山陽女子短期大学学長　井芹蓉子先生の講演を聞き

ました。今回は、私たち食生活改善推進員の活動と「栄養３・３運動」についてお話します。

平成17年度スローガン

　「食から始まる健康」
サブタイトル

　＊３食・３色そろった食卓の普及に努めましょう。

　＊地産地消に努めましょう。

　＊生活の中に運動を取り入れましょう。

　＊歯の健康づくりに努めましょう。

「食」から始まる健康！
～北広島町食生活改善推進協議会設立総会開催～

みなさんの食生活はどうですか？

３食きちんと食べていますか？偏りのない食生活ですか？

私たち北広島町食生活改善推進協議会は、食生活を通して健康について考えています。

気軽に声をかけてください！

▲ 総会の様子

３色 赤・黄・緑の３色の食品を毎食組み合わ
せて食べます

３食朝・昼・夕の３食きちんと食べます

赤

黄

緑

栄養３・３運動
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教育委員会

だ　よ　り

●
熊
野
古
道
を
歩
く

主　

催
：
北
広
島
町
文
化
財
保
護
審
議
会

日　

時
：
８
月
29
日
（
月
）
〜
31
日
（
水
）

参
加
費
：
１
名
５
０
，
０
０
０
円

　

北
広
島
町
の
氏
神
で
一
番
多
い
の
は
八

幡
さ
ん
。
そ
の
つ
ぎ
に
多
い
の
が
、
千
代

田
・
豊
平
に
多
い
熊
野
新
宮
で
す
。
和
歌

山
県
南
部
の
熊
野
は
神
仏
の
混
交
し
た
日

本
の
原
風
景
と
も
い
え
る
所
。
熊
野
三
社

の
信
仰
は
神
楽
を
は
じ
め
町
域
に
も
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
世

界
文
化
遺
産
の
熊
野
古
道
を
歩
き
な
が

ら
、
文
化
財
の
町
北
広
島
の
あ
り
か
た
を

考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
な
お
、
実
際
に
歩
く
の
は
歩

き
や
す
い
場
所
を
30
分
程
度
、
４
回
、
計

２
時
間
く
ら
い
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課　

℡
０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
５
８

文
化
探
訪
旅
行
の
ご
案
内

●
中
世
の
台
所
復
元
見
学
会
開
催

吉
川
元
春
館
跡

　

６
月
12
日
（
日
）、
史
跡
公
園
と
し
て

整
備
を
進
め
て
い
る
吉
川
元
春
館
跡
（
海

応
寺
）
で
、
復
元
し
た
台
所
建
物
の
見
学

会
を
行
い
ま
し
た
。

　

復
元
し
た
台
所
は
約
１
０
０
㎡
の
広
さ

で
、
イ
ロ
リ
・
カ
マ
ド
・
ナ
ガ
シ
な
ど
実

際
に
煮
炊
き
で
き
る
よ
う
復
元
し
て
あ
り

ま
す
。
東
隣
り
に
あ
る
建
物
は
、
米
・
味

噌
・
醤
油
な
ど
を
収
納
し
て
い
た
倉
庫
で

し
ょ
う
。

　

当
日
は
指
導
に
あ
た
っ
た
広
島
大
学
教

授
三
浦
正
幸
先
生
に
、
復
元
の
様
子
や
当

時
の
食
生
活
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
出
土
し
た
窓
・
柱
な

ど
の
建
築
部
材
、
ま
な
板
・
す
り
鉢
・
す

り
こ
ぎ
・
皿
・
箸
な
ど
の
調
理
器
具
や
食

器
、
ウ
リ
・
ナ
ス
・
モ
モ
の
種
な
ど
も
展

示
し
ま
し
た
。

　

町
内
外
か
ら
３
０
０
名
を
こ
す
参
加
者

が
あ
り
、
４
０
０
年
前
の
台
所
の
様
子
や

食
生
活
に
思
い
を
馳
せ
て
い
ま
し
た
。
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　北広島町の学校教育推進の基本方針は、次のとおりです。　　  　

　信頼される学校づくりに取り組むとともに、社会人として自立するために必要な人間力を身につけさ

せることをねらって基本目標を設定し、「『知・徳・体』の基礎・基本の徹底」をめざして教育活動を展

開しています。

平成17年度　北広島町教育推進プラン

教　　育　　目　　標

21世紀の知識社会を意欲と活力を

もって生きるために、一人ひとりが

主体的に学ぶ生涯学習社会の創造

確かな学力を備え、源流域の自然

を愛し、郷土の田園文化を創造す

る知性豊かな人間の育成

スポーツ・芸術を楽しむ健康で心

豊かな人間の育成

学校教育における重点施策
確かな学力 豊かな心 健やかな体

保幼小中高連携教育推進による
基礎・基本の学力定着
〇 系統的で共通な教育内容の創造と
実践（保育・授業づくり）

　■研究授業、実践交流・公開

　■交流授業（授業参観・指導交流）

　■交流学習　

〇共通の学力テストの実施と分析
※ 学力定着の基礎となる「ことばの
教育」の充実

豊かな自然・文化、地域人材を活
用して“豊かな心”“たくましく生
きる力”を育成

〇 勤労観・職業観を育てるキャリア
教育の充実
〇道徳教育の充実・体験学習
〇英語の話せる北広島っ子の育成
〇 総合的な学習の時間における系統
的な教育内容の創造と実践

心身ともに健やかで、健康課題を
自ら解決していく健康教育の増進

〇 「食べる！遊ぶ！読む！」キャンペー
ンの積極的展開
〇 事故・事件等の安全課題について
適切に行動できる態度・能力の育成
〇 望ましい食生活を身につけさせる
食育の充実
〇 心身の健康と保持増進
〇運動能力と体力の向上

力量ある教職員

地域の独自性を生かした研究組織による研究推進と職能向上
北広島教育研究会（〈保〉幼小中〈高〉）の組織づくりと実践交流

教育委員会の機能強化と活性化

○ 指導主事配置による園・学校、園児児童生徒の実態に即した細か
な指導（教育委員会の強いリーダーシップによる指導と支援）
　⇒　〈保〉幼小中〈高〉間の連携教育推進と指導
　　　地域・学校間の連携教育推進と指導・調整
　　　学校における“指導主事”（教務・研究主任）の育成
○地域・家庭との連携強化、家庭の教育力向上
○主任等中堅教員の育成（町主催の教務主任研修等の実施）
○是正指導の内実化、管理職のマネジメント力の向上
（定期的な学校訪問による指導・支援）

信頼される学校（評価と公開）

地
域
・
家
庭
の

　

教
育
力
の
育
成

『
食
べ
る
！
遊
ぶ
！
読

む
！
』
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

子
育
て
三
原
則
の
取
組
み

文部科学省委託

「小規模市町
村教育委員会
広域化モデル
事業」の実施
（H15～17）

共通の学校
評価と客観
性ある絶対
評価

学校の経営改革 教職員の指導力の向上

今日的課題へ
の対応

 危機管理

　安全　健康

　服務　会計

　教育課程

ことばの

　教育の充実

　読書活動

　 コンクール参加

豊かな心の育成

　道徳教育の

　　改善・充実

生徒指導の徹底

　積極的

　　生徒指導

　防犯教室の

　　計画実施

体力向上の推進

　業前等運動

　授業改善

奉仕活動・体験

学習の充実

　地域と

　　連携強化

●選択と集中・説明責任
　　特色ある学校経営と公開
● 全町共通の学校評価（児童生
徒、保護者、教職員）の実施
と公開
●地域に学校を開く
　　公開と地域の教育力の活用

●組織と個人・資質の向上
　　 異校種間の授業参観・交流
授業による指導力の向上

● 学校における人材育成プラン
の作成と取組み

PLAN

目
標
管
理

DO CHECK ACTION

北広島町の学校組織マネジメントの効率化
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　芸北地域の２園・７校（小

中高）は、文部科学省の研究

開発学校に指定されています。

八幡幼稚園・小学校は、雲月

小学校とともに、幼稚園・小学

校の英語科の研究開発に取り

組んでいます。

　６月10日（金）には、参観日を兼ね、指導をしていた

だいております青山学院大学の木村松雄教授に英語の授

業を見ていただきました。近隣の学校からも参観に来ら

れ、木村先生の指導を受け、研修しました。

　幼稚園児５名と１・２年生２名の授業は、地域の方の協

力を得て、買い物の学習を楽しくすることができました。

３～６年生の授業は、担任２名で兄弟・姉妹の人数を聞

いたり答えたりする授業

を行いました。参観して

おられる方にも授業に参

加していただき、楽しい

授業となりました。

　八幡幼稚園は、その他

「幼稚園における親の子育て力向上推進事業」を文部科

学省より委託されています。

　【「食」のあり方】【歯の衛生】【「ことば」を中心とした

乳幼児発達】の３点を中心に事業を推進しています。

「和」と「洋」で子どもを育てる
北広島町立大塚小学校

教育委員会だより

（合併により新町１カ所で実施）

期　日　　平成18年１月８日（日）

14：00 ～ 16：00

会　場　　千代田開発センター

所在地　　山県郡北広島町有田1234-1

対象者　　 昭和60年４月２日～昭和61年４

月１日に生まれた方で、現在北広

島町にお住まいの方、また、北広

島町出身の方も可。

内　容　　式典・記念講演等

交　通　　 芸北・大朝・豊平方面は送迎バス

運行

　その他詳細は下記までお問い合せください。

　お問い合わせ

　　〒731-1595

　　広島県山県郡北広島町1234番地

　　北広島町教育委員会　生涯学習課

　　℡0826-72-0858 fax0826-72-0608

●北広島町成人式開催のお知らせ

　本校は、児童数

19名、３学級の複

式小規模校です。

　地域の方々の「軸

足をしっかり大塚

に置き、瞳は広い世界を見つめて自分の道を歩

んでほしい」という願いを受け、「和」と「洋」

の活動を教育に取り入れています。

　「和」とは、大塚少年太鼓です。全校児童が

隔週で、地域の指導者栗田祐輔先生に指導い

ただき、力強い演奏を学校行事などで披露し、

児童の自信と地域への愛着が生まれています。

　「洋」とは、毎週１時間、各学年で行われる

英語活動です。この活動も数年来の学習で、ブ

レア・ロビンソンさんと担任が協力しながら授

業をすすめ、英語を通して外国の文化を学ぶ

と共に、簡単な会話などが自然にできるように

なっています。

　もちろん日々の教育活動の充実はいうまでも

ありませんが、これ

らの活動を通して、

冒頭の願いの実現に

向けて一歩ずつ児童

達は成長しています。

英語科の研究に取り組んでいます
北広島町立八幡幼稚園・小学校

　教育委員会議は、お知らせしている５人の教育委

員により本町の教育全般について協議する会議（決

定機関）です。

　会議は公開していますので、町議会に多数の傍聴

者がおいでになるように、この会議へも傍聴にお越

しください。

　但し、議案によって、人事関係等公開になじまな

い場合は委員会の決定により、非公開にする場合が

あります。

平成17年７月　定例教育委員会議

　日　時　　７月20日（水）午後２時30分から

　会　場　　北広島町役場４階会議室

　内　容　　教育長報告

　　　　　　協議　今後の学校教育方針他

　教育委員会議定例会は、原則として第３水曜日午

後２時30分から、役場会議室にて開催します。

　今後の開催日程・議題等は、事前にお知らせします。

●北広島町教育委員会議を開催します
　傍聴においでください
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消費生活に関することでお困りの時には、北広島町消費生活相談室へご相談ください。
　　　場　　所　　北広島町人権センター（北広島町有田４９５－１）

　　　相 談 日　　毎週木曜日（祝日・年末年始を除く）

　　　受付時間　　10 時～ 16 時（12 時～ 13 時は休み）

　　　相談室専用電話　　℡０８２６－７２－５５７１

　相談日以外でお急ぎの時は、広島県生活センター（℡０８２－２２３－６１１１）まで。

どうしよう？こんな時どうしよう？こんな時  困った時は消費生活相談へ困った時は消費生活相談へ

≪相談内容≫

　４日前、祖母が一人で家にいる時に業者が訪問してきて、６本セット

で18万円するアガリスクを購入していた。その際に、１万９千円のクロ

レラをサービスでもらったらしい。

　高額なのでクーリング・オフしようと、昨日電話で申し出たら「アガ

リスクは既にセットの１本を飲んでいるし、サービスであげたクロレラ

も開封しているので、クーリング・オフはできない」と言い、応じてく

れない。　（20歳代　男性）

≪アドバイス≫

　健康食品は、契約書面を受け取ってから８日以内であればクーリング・オフにより無条件で解約でき

ます。しかし、消耗品にあたりますので、開封したものについては、お金を支払う必要があります。

　悪質な業者は、「一本でも開封したら他の商品も返品できない」と言う場合がありますが、開封して

いないものであれば、返品が可能です。

　したがって、相談事例のような場合は、開封したアガリスク１本分の３万円とサービス品のクロレラ

１万９千円の計４万９千円を支払わなければなりませんが、未開封の５本についてはクーリング・オフ

が可能です。

　なお、クーリング・オフは、電話や口頭ではなく、証拠が残るように必ず書面で行いましょう。電話

や口頭だけでは、「解除するという内容ではなかった」などと、水かけ論になる恐れがあるためです。

≪クーリング・オフとは≫

　クーリング・オフとは、訪問販売などの特

定の取引について、いったん契約した場合で

も、一定期間は消費者が自由に契約を解除す

ることができる制度です。

　クーリング・オフをする時は、理由を告げ

る必要はありません。通知書には、契約日や

商品名と、「この契約を解除します」という内

容が書いてあればよく、消費者が自分で通知

することができます。普通郵便で出しただけ

では、「受け取っていない」という争いも予想

されるので、必ず通知書のコピーを残したう

えで、「内容証明郵便」で出しましょう。

通　知　書

私は、貴社と次の契約をしましたが、解

除します。

　契約年月日　○年○月○日

　商品名　　　○○○○

私が支払った代金は返金してください。

受け取った商品はお引き取りください。

　　　　　　×年×月×日

　　　広島県△市△町△丁目△番△号

　　　株式会社△△△　御中

広島県山県郡北広島町□□■■番地

　　　　　　　（氏名）□□□□

≪記載例≫
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まちの話題

　

千
代
田
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
で
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
チ
ー
ム

を
ま
と
め
て
い
る
、
八
重
小
学
校
６
年
三み

隅す
み

悠ゆ
う

生せ
い

君
が

『
平
和
交
流
の
翼
』
少
年
野
球
大
会
に
広
島
県
選
抜
チ
ー

ム
の
一
員
と
し
て
出
場
し
ま
す
。
三
隅
君
は
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
の
エ
ー
ス
ピ
ッ
チ
ャ
ー
で
、
速
球
派
の
投
手
と
し
て
活

躍
し
て
い
ま
す
。
大
会
は
、
北
海
道
北
広
島
市
で
７
月
23

日
〜
27
日
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

同
じ
く
、
壬
生
小
学
校
６
年
松ま
つ

岡お
か

敦あ
つ

志し

君
は
、
第
27

回
全
日
本
少
年
野
球
交
流
大
会
に
広
島
県
選
抜
チ
ー
ム
の

一
員
と
し
て
出
場
し
ま
す
。
松
岡
君
は
、
千
代
田
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
の
４
番
・
フ
ァ
ー
ス
ト
と
し
て
の
活
躍
が
認
め
ら

れ
、
今
回
の
選
抜
と
な
り
ま
し
た
。
大
会
は
、
神
奈
川
県

横
浜
市
の
横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム
で
８
月
９
日
〜
11
日
の
日
程

で
行
わ
れ
ま
す
。

　

両
名
と
も
、
日
ご
ろ
の
練
習
成
果
を
し
っ
か
り
発
揮
し

て
き
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

全
国
へ
羽
ば
た
く

町
小
学
生
２
名
県
選
抜
選
手
に
選
ば
れ
る

農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
執
行

　

農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
が
７
月

５
日
（
火
）
に
告
示
さ
れ
ま
し
た
。
各
選

挙
区
と
も
、
定
数
と
同
じ
立
候
補
者
数
で

あ
っ
た
た
め
、
無
投
票
と
な
り
ま
し
た
。

　

各
選
挙
区
（
区
域
）
の
当
選
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。（
届
出
順
）

第
一
選
挙
区
（
芸
北
）

　
　

長　

廣　
　
　

修
（
無
所
属
）

　
　

斉　

藤　

義　

信
（
無
所
属
）

　
　

前　
　
　

宝　

作
（
無
所
属
）

　
　

齋　

藤　

勝　

政
（
無
所
属
）

　
　

井　

居　

勇　

次
（
無
所
属
）

　
　

市　

川　

由　

和
（
無
所
属
）

　
　

平　

石　

重　

則
（
無
所
属
）

第
二
選
挙
区
（
大
朝
）

　
　

上
長
者　

和　

則
（
無
所
属
）

　
　

田　

村　

敬　

二
（
無
所
属
）

　
　

上　

田　

宣　

夫
（
無
所
属
）

　
　

武　

田　

義　

之
（
無
所
属
）

　
　

佐　

伯　

勝　

也
（
無
所
属
）

第
三
選
挙
区
（
千
代
田
）

　
　

寺　

岡　
　
　

浩
（
無
所
属
）　

　
　

石　

田　

叶　

好
（
無
所
属
）

　
　

中　

川　
　
　

博
（
無
所
属
）

　
　

内　

藤　
　
　

林
（
無
所
属
）

　
　

榎　
　
　

三
千
男
（
無
所
属
）

　
　

沖　

石　

幸　

三
（
無
所
属
）

　
　

田　

中　
　
　

　
（
無
所
属
）

　
　

小　

田　

孝　

志
（
日
本
共
産
党
）

　
　

下　

岡　

道　

範
（
無
所
属
）

　
　

二
井
川　

敏　

幸
（
無
所
属
）

　
　

　

田　
　
　

峻
（
無
所
属
）

第
四
選
挙
区
（
豊
平
）

　
　

上　

川　
　
　

勲
（
無
所
属
）

　
　

田　

新　

徳　

夫
（
無
所
属
）

　
　

梅　

田　

一　

正
（
無
所
属
）

　
　

前　

田　

徳　

夫
（
無
所
属
）

　
　

栗　

末　

豊　

昭
（
無
所
属
）

　
　

森　

上　

征　

昭
（
無
所
属
）

　
　

井
出
端　
　
　

始
（
無
所
属
）

▲ 三隅悠生君

▼ 松岡敦志君
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生
命
・
財
産
を
守
る

北
広
島
町
消
防
団
水
防
訓
練

　

北
広
島
町
消
防
団
と
し
て
初
の
水
防
訓

練
が
６
月
19
日
（
日
）
千
代
田
運
動
公
園

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

水
害
か
ら
地
域
住
民
の
生
命
や
財
産
を

守
る
た
め
の
基
本
的
な
水
防
工
法
の
訓
練

に
、町
内
28
分
団
か
ら
１
３
０
名
が
参
加
。

基
本
的
な
ロ
ー
プ
の
結
び
方
の
練
習
や
、

土
の
う
作
り
、
土
の
う
の
積
み
方
、
斜
面

へ
の
シ
ー
ト
の
張
り
方
な
ど
、
４
班
に
分

か
れ
て
行
い
ま
し
た
。
い
ざ
と
い
う
時
に

備
え
て
、
ど
の
団
員
も
真
剣
に
訓
練
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

大
会
に
向
け
練
習
中

町
消
防
団
千
代
田
選
抜
チ
ー
ム

　

９
月
13
日
（
火
）
広
島
県
消
防
学
校
で

開
催
さ
れ
る
平
成
17
年
度
広
島
県
消
防
ポ

ン
プ
操
法
競
技
大
会
に
、
北
広
島
町
消
防

団
千
代
田
の
選
抜
チ
ー
ム
が
山
県
郡
の
代

表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

　

選
抜
チ
ー
ム
の
選
手
11
名
は
、
優
勝
を

め
ざ
し
、
５
月
か
ら
週
２
〜
３
回
練
習
し

て
い
ま
す
。

　

７
月
中
旬
か
ら
は
、
役
場
本
庁
舎
横
の

千
代
田
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
午
後
８
時
か
ら
練

習
し
て
い
ま
す
。
が
ん
ば
る
選
手
達
の
激

励
に
ぜ
ひ
見
学
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

祝
受
賞　

新
し
ん

家や

さ
ん

体
育
施
設
功
労
者
全
国
表
彰

　

千
代
田
運
動
公
園
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
整

備
、
芝
や
植
栽
の
管
理
、
草
刈
業
務
等
に

就
業
さ
れ
て
い
る
新
家
敏
雄
さ
ん（
75
歳
、

南
方
）
が
、
永
年
に
わ
た
り
施
設
整
備
に

精
励
さ
れ
、
国
の
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
寄

与
さ
れ
た
功
績
を
高
く
評
価
さ
れ
、
財
団

法
人
日
本
体
育
施
設
協
会
か
ら
全
国
表
彰

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

華
や
か
な
ス
ポ
ー
ツ
の
舞
台
で
あ
る

施
設
の
縁
の
下
の
力
持
ち
、
整
備
実
務
者

が
表
彰
さ
れ
る
と
い
う
意
義
あ
る
も
の
で

す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ミ
ッ
キ
ー
も
参
加
！

豊
平
ど
ん
ぐ
り
ス
タ
ジ
ア
ム

　

６
月
12
日
（
日
）
プ
ロ
野
球
ウ
エ
ス
タ

ン
リ
ー
グ　

広
島
東
洋
カ
ー
プ
対
阪
神
タ

イ
ガ
ー
ス
戦
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
気
も
良
く
、
町
内
外
か
ら
約

３
，
５
０
０
人
の
観
客
が
詰
め
か
け
大
変

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
運
営
は
総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
ど
ん
ぐ
り
ク
ラ
ブ

屋
台
村
」
が
中
心
と
な
り
、
地
域
住
民
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
す
め
ら
れ
、
地
元
の

小
中
学
生
も
、
ゴ
ミ
の
収
集
や
ボ
ー
ル
拾

い
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
の
手
伝
い
を
し
ま

し
た
。  

試
合
結
果　

広
島
６
対
12
阪
神
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まちの話題

山
の
豊
か
さ
を
実
感

龍
頭
山
植
物
・
野
鳥
観
察
会

　

５
月
21
日
（
土
）
に
龍
頭
山
植
物
観
察

会
が
、
６
月
４
日
（
土
）
に
龍
頭
山
野
鳥

観
察
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
両
日
と
も

好
天
に
恵
ま
れ
、
10
数
名
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

　

新
緑
の
中
を
歩
き
、
講
師
の
説
明
を
聞

き
な
が
ら
、
植
物
の
名
前
や
野
鳥
の
名
前

を
覚
え
て
い
き
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
豊

か
な
広
葉
樹
の
森
の
大
切
さ
と
、
地
元
の

山
の
豊
か
さ
を
再
認
識
し
た
よ
う
で
す
。

こ
の
自
然
を
み
ん
な
で
守
っ
て
い
き
た
い

と
感
じ
た
観
察
会
で
し
た
。

お
役
に
た
っ
て
ま
す

「
住
宅
デ
ー
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

広
島
県
建
設
労
働
組
合
に
所
属
し
て
い

る
芸
北
地
区
組
合
員
の
み
な
さ
ん
が
、
６

月
19
日
（
日
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
を
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
50
本
余
り
の
刃
物

研
ぎ
や
、
ひ
と
り
住
ま
い
の
高
齢
者
宅
の

浴
槽
の
手
す
り
取
り
付
け
、
段
差
解
消
工

事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

工
事
を
し
て
も
ら
っ
た
高
齢
者
の
方

は
、
住
環
境
の
不
安
解
消
に
、「
こ
れ
で

安
心
し
て
生
活
で
き
ま
す
」
と
喜
ん
で
お

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
プ
ロ
の
研
い
だ
刃

物
の
切
れ
味
も
好
評
で
し
た
。

芸
北
神
楽
の
伝
承
を

芸
北
神
楽
研
究
発
表
大
会

　

芸
北
地
区
内
７
つ
の
神
楽
団
と
広
島
県

立
加
計
高
等
学
校
芸
北
分
校
が
計
９
演
目

を
披
露
し
た
神
楽
研
究
発
表
会
が
、
６
月

26
日
（
日
）
芸
北
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

神
楽
競
演
大
会
な
ど
で
お
な
じ
み
の
舞

か
ら
、
普
段
は
あ
ま
り
目
に
す
る
こ
と
の

な
い
儀
式
舞
ま
で
、
多
彩
な
演
目
が
見
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の
観
客
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。
今
回
、
溝
口
神
楽
団
は
約
40

年
ぶ
り
に
復
活
さ
せ
た
「
お
し
き
舞
」
を

披
露
し
、
好
評
を
博
し
て
い
ま
し
た
。

自
然
か
ら
の
贈
り
物

第
11
回
い
わ
ど
ホ
タ
ル
祭
り

　

初
夏
の
夜
を
彩
る
ホ
タ
ル
を
愛
で
る
祭

り
、
い
わ
ど
ホ
タ
ル
祭
り
が
、
６
月
25
日

（
土
）
岩
戸
集
会
所
で
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

屋
外
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
種
類
食
べ
物

の
屋
台
な
ど
が
並
び
、
訪
れ
た
人
は
屋
台

の
食
べ
歩
き
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
ま

た
、
屋
内
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
子
ど
も
神

楽
な
ど
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
少
雨
の
た
め
か
ホ
タ
ル
は
少
な

め
で
し
た
が
、
ふ
わ
ふ
わ
と
舞
う
幻
想
的

な
光
を
見
な
が
ら
、
み
な
さ
ん
祭
り
を
楽

し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
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情
報
情
報

くらしのくらしの

問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
可
部
募
集
案
内
所

℡
０
８
２
‐
８
１
５
‐
３
９
８
０

平
成
17
年
度
自
衛
官
募
集

自　

衛　

隊

　

広
島
県
で
は
、
女
性
労
働
者
の
能
力
発

揮
を
支
援
す
る
た
め
に
「
働
く
女
性
の
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
推
進
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
ま
す
。

○
セ
ミ
ナ
ー
対
象
者

　

・ 

事
業
主
（
中
小
企
業
）
か
ら
推
薦
さ

れ
た
中
堅
女
性
労
働
者

　

・ 

職
場
の
リ
ー
ダ
ー
を
め
ざ
す
女
性
労

働
者

○
開
催
日
時

　

８
月
８
日
（
月
）　

10
時
30
分
〜
17
時

○
開
催
場
所

　

鯉
城
会
館

（
広
島
市
中
区
大
手
町
１
‐
５
‐
３
）

○
定　

員　
　

40
名

○
内　

容

　

10
時
30
分
〜
12
時　

　

講
演

　

講
師
：
広
島
ダ
イ
ヤ
シ
ス
テ
ム
（
株
）

　
　
　
　

シ
ス
テ
ム
開
発
部

　
　
　
　
　
　
　
　

シ
ス
テ
ム
開
発
課

　
　
　
　
　

課
長　

安
達　

徹
子
さ
ん

　

13
時
〜
17
時

　

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
グ
ル
ー
プ
研
修

　

講
師
：
（
株
）
パ
イ
ン
ズ
・
パ
ー
ソ
ナ
ル

代
表
取
締
役　

平
澤　

知
穂
さ
ん

問
い
合
わ
せ　

県
庁
勤
労
者
福
祉
室

℡
０
８
２
‐
５
１
３
‐
３
４
１
９

女
性
労
働
者
セ
ミ
ナ
ー
開
催

企　

画　

課

　

北
広
島
町
の
町
章
デ
ザ
イ
ン
を
広
く
募

集
し
ま
す
。

　

北
広
島
町
の
将
来
像
で
あ
る
源
流
域
の

自
然
と
田
園
風
景
が
息
づ
く
『
や
ま
な
み

中
央
タ
ウ
ン
』
に
ふ
さ
わ
し
い
町
章
を
お

考
え
く
だ
さ
い
。
み
な
さ
ん
が
参
加
し

て
作
り
上
げ
た
町
章
は
、
町
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
町
旗
や
印
刷
物
な
ど
に
使
用
し
ま

す
。

応
募
期
間

　

７
月
15
日
（
金
）
〜
８
月
20
日
（
土
）

応
募
方
法

○ 

ど
な
た
で
も
、
何
点
で
も
応
募
で
き
ま

す
。自
作
の
未
発
表
作
品
に
限
り
ま
す
。

○ 

応
募
は
、
図
案
１
点
に
つ
い
て
応
募
用

紙
（
裏
面
）
又
は
白
色
Ａ
４
版
用
紙
（
縦

長
）
に
、
縦
横
15
㎝
の
枠
を
引
い
て
作

成
し
た
も
の
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

あ
わ
せ
て
、
図
案
の
趣
旨
・
住
所
・
氏

名
・
年
齢
及
び
電
話
番
号
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

○ 

図
案
色
は
４
色
（
地
色
を
含
む
）
以
内
、

グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
は
不
可
と
し
ま
す
。

○ 

応
募
先
へ
は
、
直
接
持
参
さ
れ
る
か
、

封
書
に
よ
り
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

フ
ァ
ッ
ク
ス
・
ｅ
メ
ー
ル
に
よ
る
応
募

は
不
可
と
し
ま
す
。

町
章
デ
ザ
イ
ン
募
集

企　

画　

課

募集項目 応募資格 受付期間 １次試験日 ２次試験日

一般曹候補学生
18歳以上
24歳未満の者

８月１日～
９月８日

９月17日
10月８日～

14日
曹 候 補 士

18歳以上
27歳未満の者２等陸・海・空士

（男・女）
受付時にお知ら
せします

航 空 学 生
高卒（見込含）
21歳未満の者

９月23日
10月15日～

20日

看 護 学 生
高卒（見込含）
24歳未満の者

９月９日～
９月30日

10月16日
11月18日～

19日
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巡
回
職
業
相
談
所
開
設

企　

画　

課

日　

時　

８
月
25
日
（
木
）
10
時
〜
15
時

場　

所　

千
代
田
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

２
階
大
会
議
室
（
役
場
前
の
施
設
）

　

当
日
は
、
可
部
公
共
職
業
安
定
所
と

社
団
法
人
広
島
県
雇
用
開
発
協
会
の
職
員

が
、
求
人
紹
介
や
求
人
相
談
と
合
わ
せ
、

高
齢
期
に
お
け
る
就
職
、
年
金
、
健
康
保

険
な
ど
に
つ
い
て
、
個
別
で
相
談
に
応
じ

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

役
場
企
画
課
地
域
振
興
係

℡
０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
５
６

国
民
年
金
免
除
制
度

町　

民　

課

　

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
す
る
制

度
で
す
。
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
で
、
年

を
と
っ
た
と
き
の
老
齢
基
礎
年
金
や
、
万

が
一
の
場
合
の
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基

礎
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

申
請
を
す
る
こ
と
で
保
険
料
納
付
を
免
除

　

病
気
や
失
業
、
経
済
的
に
困
難
な
理
由

等
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
に
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
を
免
除
す

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
制
度
に
は
、
法
定

く

◆

ら

◆

し

◆

の

◆

情

◆

報

選
定
方
法

　

北
広
島
町
町
章
選
定
委
員
会
に
お
い
て

選
考
し
ま
す
。

賞　
　

金

○
最
優
秀
賞　
　

１
名　

30
万
円

○
優
秀
賞　
　
　

４
名　

５
万
円

町
章
発
表

　

町
広
報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発
表
し

ま
す
。
採
用
作
品
応
募
者
に
は
直
接
連
絡

し
ま
す
。

そ 

の 

他

○
応
募
作
品
は
返
還
し
ま
せ
ん
。

○ 

応
募
作
品
に
記
入
さ
れ
た
個
人
情
報

は
、
町
章
募
集
に
関
す
る
こ
と
以
外
に

は
、
使
用
し
ま
せ
ん
。

○ 

採
用
作
品
に
関
す
る
一
切
の
権
限
は
、

北
広
島
町
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

○ 

採
用
作
品
に
つ
い
て
は
、
一
部
補
作
・

修
正
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
や
、
モ
ノ

ク
ロ
で
使
用
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

　

役
場
企
画
課
企
画
係

　

〒
７
３
１
‐
１
５
９
５

　

広
島
県
山
県
郡
北
広
島
町
有
田

１
２
３
４
番
地

℡
０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
５
６

℡
０
８
２
６
‐
７
２
‐
５
２
４
２

　

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

h
ttp
://

w
w
w
.to
w
n
.k
ita
h
iro
sh
im
a
.lg
.jp

　

応
募
は
次
の
支
所
で
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

　

芸
北
支
所
（
自
治
振
興
課
）

　

〒
７
３
１
‐
２
３
２
３

　

広
島
県
山
県
郡
北
広
島
町川

小
田
75
番
地

℡
０
８
２
６
‐
３
５
‐
０
１
１
１

℡
０
８
２
６
‐
３
５
‐
０
３
８
６

　

大
朝
支
所
（
自
治
振
興
課
）

　

〒
７
３
１
‐
２
１
９
５

　

広
島
県
山
県
郡
北
広
島
町

大
朝
２
４
９
３
番
地

℡
０
８
２
６
‐
８
２
‐
２
２
１
１

℡
０
８
２
６
‐
８
２
‐
３
０
０
９

　

豊
平
支
所
（
自
治
振
興
課
）

　

〒
７
３
１
‐
１
７
９
５

　

広
島
県
山
県
郡
北
広
島
町

戸
谷
１
０
８
８
番
地
１

℡
０
８
２
６
‐
８
３
‐
１
１
２
２

℡
０
８
２
６
‐
８
３
‐
０
５
６
６

免
除
と
申
請
免
除
の
２
種
類
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
対
象
が
異
な
り
、
法
定
免
除
は
、

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
人
や
生

活
保
護
法
に
基
づ
く
生
活
扶
助
を
受
け
て

い
る
人
が
、
申
請
免
除
は
、
前
年
の
所
得

が
少
な
い
な
ど
経
済
的
な
理
由
で
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
人
が
該
当
し
ま

す
。

　

申
請
免
除
に
は
、「
全
額
免
除
」「
半
額

免
除
」
が
あ
り
、
ど
な
た
で
も
認
め
ら
れ

る
わ
け
で
は
な
く
、
所
得
が
基
準
額
を
下

回
る
場
合
に
承
認
さ
れ
ま
す
。

【
全
額
免
除
】

 　

（
扶
養
親
族
等
の
数
＋
１
）

×
35
万
円
＋
22
万
円

【
半
額
免
除
】

 　

１
１
８
万
円
＋
扶
養
親
族
等
控
除
額

＋
社
会
保
険
料
控
除
額
等

20
歳
代
の
方
に
は
納
付
猶
予
制
度
も

　

保
険
料
免
除
制
度
の
ほ
か
、
所
得
が
少

な
い
若
年
層
（
20
歳
代
）
の
方
に
は
、
申

請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

制
度
（
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
）
が
あ
り
、

所
得
基
準
は
全
額
免
除
と
同
様
の
基
準
で

す
が
、
世
帯
主
の
所
得
を
除
き
本
人
と
配

偶
者
の
所
得
の
み
で
審
査
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
を
追
納
し
て
満
額
の
年
金
を
受
給

　

保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受
け
た
期
間

は
、
年
金
を
受
け
取
る
た
め
の
資
格
要
件
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日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

保　

健　

課

　

財
団
法
人
広
島
県
女
性
会
議
で
は
、『
第

６
期
ひ
ろ
し
ま
女
性
い
き
い
き
講
座
』
と

『
第
17
期
ひ
ろ
し
ま
女
性
大
学
』
の
受
講

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
と
い
っ
た

よ
う
な
性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割
分
担

に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
男
性
も
女
性
も
個
性

と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
な
社

会
（
男
女
共
同
参
画
社
会
）
の
実
現
を
目

指
し
、
広
島
県
女
性
会
議
に
お
い
て
さ
ま

ざ
ま
な
講
座
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
第
６
期
ひ
ろ
し
ま
女
性
い
き
い
き
講
座

　

地
域
に
お
い
て
、
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
に
向
け
て
、
具
体
的
な
活
動
手
法

や
技
能
を
身
に
付
け
て
い
く
た
め
の
講
座

で
す
。
講
義
に
と
ど
ま
ら
ず
実
践
活
動
も

交
え
て
学
習
で
き
ま
す
。（
女
性
が
対
象

で
す
。）

受
講
場
所　

エ
ソ
ー
ル
広
島

開

催

日　

月
２
回
土
曜
日

受

講

料　

２
０
，
０
０
０
円

募
集
人
数　

15
人

○
第
17
期
ひ
ろ
し
ま
女
性
大
学

（
人
材
養
成
課
程
）

　

女
性
の
歴
史
や
法
律
・
福
祉
・
ま
ち
づ

受
講
生
募
集

町　

民　

課

く

◆

ら

◆

し

◆

の

◆

情

◆

報

に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
が
少
な
く

な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
10
年
以
内
で
あ
れ

ば
保
険
料
を
遡
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き

る
「
追
納
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、

追
納
は
免
除
ま
た
は
納
付
猶
予
を
受
け
て

か
ら
２
年
以
上
経
過
し
て
い
る
場
合
は
、

保
険
料
に
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、役
場
町
民
課
国
保
年
金
係
、

又
は
各
支
所
町
民
生
活
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

役
場
町
民
課
国
保
年
金
係

　

老
人
医
療
費
、
重
度
障
害
者
医
療
費
、

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
の
受
給
者
の
方

が
現
在
お
持
ち
の
受
給
者
証
の
有
効
期
限

は
、
７
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
制
度
に
は
毎
年
所
得
審
査
に

よ
る
受
給
者
証
の
更
新
が
あ
り
ま
す
。
該

当
の
方
に
は
更
新
案
内
等
を
郵
送
し
ま
す
。

＊ 

平
成
17
年
１
月
１
日
に
北
広
島
町
に
居

住
さ
れ
て
い
な
い
方
な
ど
課
税
資
料
の

な
い
方
に
つ
い
て
は
、平
成
17
年
度（
平

成
16
年
中
所
得
）
の
所
得
証
明
書
等
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

役
場
町
民
課
国
保
年
金
係

℡
０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
５
４

福
祉
医
療
費
受
給
者
証
更
新

町　

民　

課

く
り
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
な
ど
を

学
び
、
社
会
で
活
躍
す
る
力
を
つ
け
る
講

座
で
す
。（
女
性
が
対
象
で
す
。）

受
講
場
所　

エ
ソ
ー
ル
広
島

開

催

日　

主
と
し
て
第
２
・
４
土
曜
日

受

講

料　

１
５
，
０
０
０
円

募
集
人
数　

36
人

○
第
17
期
ひ
ろ
し
ま
女
性
大
学（通

信
課
程
）

　

テ
キ
ス
ト
を
利
用
し
て
学
習
し
、
レ

ポ
ー
ト
に
よ
る
添
削
指
導
と
学
習
会
を
行

い
ま
す
。

受

講

料　

５
，
０
０
０
円

募
集
人
数　

30
人

（
男
性
の
受
講
も
可
能
で
す
。）

応
募
締
切　

平
成
17
年
８
月
15
日

受
講
期
間　

平
成
17
年
10
月
か
ら

平
成
18
年
９
月
の
１
年
間

詳
し
い
資
料
の
請
求
・
お
問
い
合
わ
せ

　

（
財
）
広
島
県
女
性
会
議

　

〒
７
３
０
‐
０
０
４
３

　

広
島
市
中
区
富
士
見
町
11
‐
６

（
エ
ソ
ー
ル
広
島
）

℡
０
８
２
‐
２
４
２
‐
５
２
６
２

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

h
ttp
://w
w
w
.e
sso
r.o
r.jp

　

ｅ
メ
ー
ル　

　
　

e
sso
r@
e
sso
r.o
r.jp

　

現
在
、
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に

つ
い
て
は
、
定
期
予
防
接
種
と
し
て
市
町

に
よ
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
、
厚

生
労
働
省
か
ら
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
を

差
し
控
え
る
よ
う
、勧
告
が
あ
り
ま
し
た
。

次
の
点
に
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

１ 　

特
別
な
事
情
が
な
い
場
合
は
、
日
本

脳
炎
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
行
わ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

　

（
対
象
者
に
は
す
で
に
町
か
ら
予
診
票

等
を
送
付
し
て
い
ま
す
が
、
予
防
接
種
は

差
し
控
え
て
く
だ
さ
い
。
お
持
ち
の
予
診

票
・
接
種
券
に
つ
い
て
は
保
管
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。）

２ 　

日
本
脳
炎
の
流
行
地
域
へ
渡
航
さ
れ

る
場
合
及
び
蚊
に
刺
さ
れ
や
す
い
環
境

に
あ
る
場
合
等
日
本
脳
炎
に
感
染
す
る

お
そ
れ
が
高
く
、
本
人
又
は
保
護
者
が

特
に
希
望
す
る
場
合
に
は
、
今
回
の
措

置
と
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
及
び

副
作
用
を
医
師
か
ら
説
明
を
受
け
、
同

意
書
に
署
名
し
た
上
で
、
予
防
接
種
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

３ 　

国
内
の
多
く
の
地
域
で
は
、
予
防
接

種
を
行
わ
な
く
と
も
直
ち
に
流
行
す
る

機
会
は
著
し
く
減
少
し
て
い
ま
す
。

４ 　

日
本
脳
炎
ウ
イ
ル
ス
は
日
本
脳
炎
ウ
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ク
マ
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

産　

業　

課

　

北
広
島
町
の
あ
る
西
中
国
山
地
は
ツ
キ

ノ
ワ
グ
マ
の
生
息
地
で
す
。
こ
の
こ
と
は

豊
か
な
自
然
の
証
明
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
期
、
エ
サ
を
求
め
て
活

発
に
動
き
回
る
た
め
、
山
中
だ
け
で
な
く

人
里
で
も
ク
マ
に
遭
遇
す
る
可
能
性
が
高

ま
り
ま
す
。ク
マ
は
刺
激
し
な
い
か
ぎ
り
、

一
方
的
に
攻
撃
し
て
く
る
こ
と
は
ま
ず
あ

り
ま
せ
ん
。
万
一
見
か
け
た
り
、
出
会
っ

た
と
き
は
、
速
や
か
に
そ
の
場
を
立
ち
去

り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
ク
マ
が
人
間
の
食
物
の
味
を
覚

え
れ
ば
危
険
も
増
大
し
ま
す
。
野
生
生
物

の
食
性
変
化
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
残
飯
・

ゴ
ミ
な
ど
は
各
自
で
持
ち
帰
り
ま
し
ょ

う
。

ク
マ
と
出
合
わ
な
い
た
め
に

◇
家
の
近
く
で
…

・
ハ
チ
の
巣
は
取
り
除
く

　

ハ
チ
ミ
ツ
は
ク
マ
の
大
好
物
で
す
。
蜜

の
匂
い
を
か
ぎ
つ
け
て
夜
間
に
狙
う
こ
と

も
あ
る
の
で
、
早
め
に
取
り
除
き
ま
し
ょ

う
。

・
果
実
は
早
く
収
穫
す
る

　

柿
や
栗
は
ク
マ
の
大
好
物
で
す
。
一

度
そ
の
場
所
に
果
実
が
あ
る
こ
と
を
知
る

と
、
二
度
三
度
と
狙
っ
て
く
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
熟
し
た
ら
早
期
に
収
穫
す
る
よ

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
利
用
時
間

教
育
委
員
会

　

芸
北
・
大
朝
の
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

プ
ー
ル
の
利
用
期
間
及
び
利
用
時
間
は
次

の
と
お
り
で
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
利
用
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
芸
北
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
】

○
７
月
20
日
〜
８
月
31
日

（
臨
時
休
館　

８
月
１
日
）

　
　

10
時
〜
12
時

　
　

13
時
〜
18
時

　
　

19
時
〜
21
時
30
分

○
９
月
１
日
〜
４
日

　
　

13
時
〜
18
時

　
　

19
時
〜
21
時

【
大
朝
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
】

○
７
月
20
日
〜
８
月
31
日（

休
館　

な
し
）

　
　

10
時
〜
21
時
30
分

○
９
月
１
日
〜
15
日

（
休
館
日　

毎
週
月
曜
日
）

　
　

13
時
〜
21
時
30
分

問
い
合
わ
せ

　

芸
北
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
２
６
‐
３
５
‐
１
０
４
５

　

大
朝
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
２
６
‐
８
２
‐
３
３
３
２

く

◆

ら

◆

し

◆

の

◆

情

◆

報

イ
ル
ス
に
感
染
し
た
蚊
に
よ
っ
て
伝
播
し

ま
す
の
で
、
蚊
に
刺
さ
れ
な
い
よ
う
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

　

 　

一
般
的
な
注
意
と
し
て
は
、
戸
外
へ

出
か
け
る
と
き
に
は
念
の
た
め
長
袖
、

長
ズ
ボ
ン
を
身
に
つ
け
る
事
や
虫
除
け

ス
プ
レ
ー
の
使
用
等
が
あ
り
ま
す
。

国
（
厚
生
労
働
省
）
の
勧
告
に
つ
い
て

　

現
在
の
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
と
重
症
Ａ

Ｄ
Ｅ
Ｍ
（
急
性
散
在
性
脳
脊
髄
炎
）
と
の

因
果
関
係
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
現
時
点
で
は
よ
り
慎
重
を
期
す
る
た

め
こ
の
よ
う
な
勧
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

　

北
広
島
町
役
場
保
健
課
保
健
係

℡
０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
５
３

　

芸
北
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
２
６
‐
３
５
‐
０
２
３
０

　

大
朝
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
２
６
‐
８
２
‐
２
２
１
１

　

豊
平
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　

そ
よ
か
ぜ

℡
０
８
２
６
‐
８
４
‐
１
５
０
１

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
生
ゴ
ミ
の
管
理
に
気
を
つ
け
る

　

家
庭
か
ら
出
る
生
ゴ
ミ
に
も
ク
マ
が
好

む
も
の
が
あ
り
ま
す
。
匂
い
を
も
ら
さ
な

い
よ
う
、
コ
ン
ポ
ス
ト
な
ど
は
適
切
に
管

理
し
ま
し
ょ
う
。

◇
山
の
中
や
近
く
で
…

・
早
朝
や
夕
方
に
は
山
に
入
ら
な
い

　

ク
マ
の
活
動
時
間
で
あ
る
早
朝
や
夕
方

は
ク
マ
に
出
合
わ
な
い
た
め
に
、
極
力
山

の
中
へ
入
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
自
分
の
存
在
を
ク
マ
に
知
ら
せ
る

　

ク
マ
に
出
合
わ
な
い
た
め
に
、
常
に
こ

ち
ら
の
存
在
を
知
ら
せ
る
よ
う
ラ
ジ
オ
・

鈴
な
ど
音
の
出
る
も
の
を
携
帯
し
ま
し
ょ

う
。

ク
マ
と
出
合
っ
て
し
ま
っ
た
ら

・
慌
て
な
い

　

人
間
が
慌
て
た
り
、騒
い
だ
り
す
る
と
、

ク
マ
は
驚
い
て
興
奮
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
遠
く
か
ら
見
か
け
た
ら
そ
っ
と

立
ち
去
り
ま
し
ょ
う
。
親
子
グ
マ
の
場
合

は
特
に
危
険
で
す
。
子
グ
マ
を
見
て
も
決

し
て
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ク
マ
を
目
撃
し
た
ら

・
役
場
へ
連
絡
を

　

人
家
付
近
で
ク
マ
を
目
撃
し
た
場
合

は
、
役
場
産
業
課
、
又
は
各
支
所
産
業
建

設
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

役
場
産
業
課
林
業
振
興
係

℡
０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
５
７
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人　口　21,496人（－12）

　男　　10,283人（－９）

　女　　11,213人（－３）

世帯数　8,230世帯（－８）

（６月末日現在）

納期限　８月１日（月）

　●固定資産税 第２期

　●国民健康保険税 第２期

納期限　８月31日（水）

　●町県民税 第２期

　●国民健康保険税 第３期

納付は便利で安心な口座振替で。

口座振替の方は残高確認をお忘

れなく。

●税金●メモ

　

今
話
題
の
犬
、
ミ
ッ
キ
ー

の
取
材
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

し
っ
ぽ
を
フ
リ
フ
リ
お
出
迎

え
し
て
く
れ
た
姿
に
、
も
う
メ

ロ
メ
ロ
。
ミ
ッ
キ
ー
が
出
る
試

合
は
観
客
数
が
増
え
る
の
も
納

得
！　

雨
上
が
り
の
蒸
し
暑
い

日
で
し
た
が
、
長
時
間
の
撮
影

に
つ
き
合
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ポ
ー
ズ
を
と
り
続
け
て
く
れ
た

ミ
ッ
キ
ー
、
撮
影
を
見
守
り
、

協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
飼
い
主

ご
一
家
様
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

編
集

後
記

前月比

いいんだよ
　人と同じじゃ なくたって

人権標語参加作品より

　

花
火
と
い
え
ば
、
ド
カ
ー
ン
と
夜
空

に
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
る
打
ち
上
げ
花
火

を
思
い
浮
か
べ
る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す

が
、
こ
こ
で
は
、
誰
も
が
楽
し
め
る
「
お

も
ち
ゃ
花
火
」
の
注
意
事
項
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

　

お
も
ち
ゃ
花
火
は
、
１
つ
あ
た
り
の

薬
量
が
15
ｇ
ま
で
と
決
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
お
も
ち
ゃ
花
火
と

は
い
っ
て
も
立
派
な
火
薬
類
で
す
の
で
、

取
扱
説
明
書
を
よ
く
読
ん
で
楽
し
む
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
小
さ
い
お
子
様

だ
け
で
花
火
を
す
る
こ
と
は
大
変
危
険
で

す
。
必
ず
大
人
が
そ
ば
で
見
て
い
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
お
も
ち
ゃ
花
火
は
皆
さ
ん
が
花

火
師
と
な
っ
て
楽
し
め
ま
す
が
、
扱
い
方

に
よ
っ
て
は
大
き
な
事
故
や
火
災
に
つ
な

が
る
恐
れ
も
あ
り
、
時
に
は
失
明
し
て
し

ま
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
っ

た
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
も
次
の
注
意
事
項

を
必
ず
守
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

○ 

花
火
に
火
を
付
け
る
時
は
、
点
火
用

ラ
イ
タ
ー
や
点
火
用
線
香
を
使
っ
て
少

し
で
も
花
火
か
ら
離
れ
て
点
火
す
る
こ

と
。

○ 

花
火
な
ど
に
書
い
て
あ
る
警
告
、
注
意

お
も
ち
ゃ
花
火
に
注
意

消
防
本
部

く

◆

ら

◆

し

◆

の

◆

情

◆

報

を
よ
く
読
ん
で
か
ら
行
う
こ
と
。

○ 

花
火
に
、
火
が
付
か
な
い
場
合
は
絶

対
に
近
寄
っ
た
り
の
ぞ
い
た
り
し
な
い

で
、
時
間
を
お
い
て
か
ら
水
を
か
け
る

か
、
水
バ
ケ
ツ
に
入
れ
る
こ
と
。

○ 

花
火
は
絶
対
に
人
や
家
に
向
け
て
発
射

さ
せ
な
い
こ
と
。

○ 

人
ご
み
は
避
け
、
燃
え
や
す
い
物
の
な

い
広
い
場
所
で
行
う
こ
と
。

○ 

風
の
強
い
日
は
花
火
を
し
な
い
こ
と
。

○ 

使
用
前
の
花
火
は
遊
ん
で
い
る
花
火
か

ら
離
し
て
置
く
こ
と
。

○ 

花
火
を
行
な
う
時
は
必
ず
水
バ
ケ
ツ
を

用
意
し
て
か
ら
行
う
こ
と
。

○ 
花
火
は
絶
対
、
ほ
ぐ
し
た
り
改
造
し
な

い
こ
と
。

問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部

℡
０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
１
１
９

平
成
17
年
上
半
期
火
災
救
急
発
生
状
況

※1月1日～ 6月30日現在

地　区 火　災 救　急

芸　　　北 3　件 111　件

大　　　朝 2　件 102　件

千　代　田 6　件 230　件

豊　　　平 5　件 102　件

高　速　道 ０　件 ９　件

合　　計 16　件 554　件
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広
報
き
た
ひ
ろ
し
ま
８
月
号

№
 0
0
6
　
平
成
1
7
年
７
月
1
5
日
発
行

発
行
／
北
広
島
町
　
　
編
集
／
総
務
課

〒
7
3
1
-1
5
9
5
　
広
島
県
山
県
郡
北
広
島
町
有
田
1
2
3
4

T
e
l 0
8
2
6
-7
2
-2
1
1
1
　
　
 F
ax
 0
8
2
6
-7
2
-5
2
4
2

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 http://w

w
w
.tow
n.kitahiroshim

a.lg.jp/
「
広
報
き
た
ひ
ろ
し
ま
」
は
、
環
境
に
や
さ
し
い
古
紙
100％

の
再
生
紙
と
、
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

年
間
を
通
じ
て
冷
涼
な
八
幡
高
原
で
も
、

大
暑
の
頃
に
は
さ
す
が
に
汗
ば
む
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
す
。
白
い
花
ば
か
り
が
目
立

つ
梅
雨
の
時
期
か
ら
一
変
し
て
、
色
と
り
ど

り
の
草
花
が
咲
き
競
う
の
も
こ
の
頃
で
す
。

　

ノ
カ
ン
ゾ
ウ
は
田
の
畦
で
よ
く
見
か

け
る
多
年
草
で
す
。
土
の
畦
を
コ
ン
ク

リ
ー
ト
で
固
め
ず
、
丁
寧
に
草
刈
り
を

す
る
か
ら
こ
そ
、
残
っ
て
き
た
生
き
物

の
一
つ
で
す
。
花
の
色
に
は
変
化
が
多

く
、
色
の
薄
い
も
の
か
ら
赤
味
の
強
い

も
の
ま
で
様
々
で
す
。「
一
日
美
し
い
花

（H
e
m
e
ro
ca
lis

）」
と
い
う
ラ
テ
ン
語

の
名
前
の
と
お
り
、
開
い
た
花
は
一
日
で

し
お
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

八
幡
高
原
で
は
、
近
縁
の
ヤ
ブ
カ
ン
ゾ

ウ
も
同
時
期
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

山
際
な
ど
に
よ
く
見
ら
れ
、
春
の
新
芽
は

食
用
に
な
る
の
で
す
が
、
八
幡
で
は
あ
ま

り
採
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
ヤ
ブ
カ

ン
ゾ
ウ
は
雄
し
べ
が
弁
化
し
て
、
い
わ
ゆ

る
八
重
咲
き
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

今
一
つ
垢
抜
け
な
い
印
象
が
あ
り
ま
す
。

暑
い
さ
な
か
に
は
、
一
重
で
す
っ
き
り
と

し
た
印
象
を
与
え
る
ノ
カ
ン
ゾ
ウ
の
方
に

軍
配
を
上
げ
た
く
な
る
の
も
無
理
の
な
い

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

た
だ
、
こ
の
暑
さ
も
い
つ
ま
で
も
続
く

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。立
秋
を
過
ぎ
る
と
、

夜
に
は
肌
寒
さ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
す
。
ノ
カ
ン
ゾ
ウ
の
花
と
同
じ
よ
う

に
、
八
幡
高
原
の
暑
さ
は
ほ
ん
の
ひ
と
と

き
の
も
の
な
の
で
す
。

　

（
芸
北 

高
原
の
自
然
館
・
白
川
勝
信
）

盛夏に涼を誘う花　ノカンゾウ

高原からの花便り　№6


